
 

 

シャーデンフロイデ  
 先日、突然カラスに蹴られたという人のお話しを聴きました。春から夏にかけては
カラスの繁殖期だそうで、巣の近くを通ったためにカラスに襲われたということは、
以前から耳にしてはいました。ただ、今回は、お話しを聴きながら私の脳裏にさまざ
まな連想が湧いてきました。 
 
あなたは、『オキシトシン』をご存知でしょうか。少し前に『幸せホルモン』とか

『愛情ホルモン』としてもてはやされた脳内分泌物です。この物質は親子や恋人など
他者とのふれあい、絆を強く感じさせ、文字通り、幸せや愛情を実感させると言いま
す。女性の出産時に多く分泌されることや、男性でも育児やペットの世話をしている
人には分泌が増えることがわかっています。 
オキシトシンが分泌していると、ストレスを感じにくくなったり、傷の治りが早いと

か、記憶力が向上するともいわれています。個人としては良いことづくめにみえるオ
キシトシンですが、社会的な視点でみると、いろいろな社会問題の根幹に流れている
分泌物ではないかとも思えてくるお話しをします。 
 
 ネズミを使った実験ですが、出産後のネズミにオキシトシンを投与した後、子育て
中の飼育箱に別のネズミ（面識なし）を投入します。母ネズミはすごい勢いで侵入者
に襲い掛かります。これはオキシトシンの働きが、身内や仲間への愛情を強くする反
面、部外者への敵対心を強めてしまう作用があるためだとされています。先述のカラ
スが襲い掛かって来たお話しも同じ仕組みがうかがえます。 
 
 普段、人間とは一定の距離を置いている頭の良いカラスたちも、オキシトシンの働
きによって、「子どもを守ろう」と、「人間を巣から遠ざけよう」と、興奮して威嚇し
てきます。人間からしたら、「いやいや、君たちのヒナに興味ないから」と思っていて

も、冷静さを欠いたカラスには伝わりません。『『モンスターペアレント』と呼ばれてし
まう親御さんの中には、このオキシトシン効果で疑心暗鬼を強められ、我が子を守る
ために必死になられている場合もあるでしょう。 

 
 このように、大切な人への愛情が強すぎて周囲の状況がみえなくなってしまうの
は、オキシトシンが影響していると言われていますが、そのホルモン効果は、嫉妬深
さにも影響するようです。大切な人と自分のとの関係を邪魔されるのではないか、奪
われてしまうのではないかという心理状態も強めてしまいます。 
実は、人間社会で起こる大半のトラブルは、この『幸せホルモン』の副作用として説
明ができてしまうのです。 
 
 心理学の授業でよく使われる『トロッコ問題』をご存知でしょうか。 
向こうから勢いよく走ってくる無人トロッコを止める方法はなく、ただ目の前のレバ

ーで右か左か進む先のレールを選べるだけの状況。そして、トロッコが向かう先には、
それぞれ大人数か少人数かの違いがあれど、確実に死傷者が出てしまうという設定で
す。 
そこで、自分ならどちらを選ぶかを、その理由とともに答えてもらうのですが、その
問題に、更にある条件を加えた実験があります。 
 
 事前にオキシトシンの臭いを嗅がされた人たちと、嗅いでいない人たちの群を作る

 



 

 

のです。 

そして、トロッコに轢かれてしまうかもしれない左右のレールの先の人たちに、あえ
てそれぞれ名前をつけます。名前には外国人と思える名前と、自国民と思われる名前
があります。 
そのうえで参加者にどちらを選ぶかを答えてもらうのですが、オキシトシンを嗅がさ
れた人たちのほうが、より自国民を助けようとする結果が出たそうです。 
 戦争に赴く兵士たちの手記、記録などには、愛する家族や恋人、仲間への切実な思
いが綴られていることが多いですが、その思いの強さが、敵兵への攻撃の残虐さに転
じることも想像に難くありません。こころの働きと言われるものが脳内分泌で説明さ
れる時代が来ています。 
 
最近、国会でもめていた LGBTQについての法案も、本質的には誰を『身内・仲間』

と認識するか、誰から誰を守るのかという連鎖のようにみえます。 
 

ユダヤ教徒や、キリスト教徒や、イスラム教徒の伝統的な『身内・仲間』の間では、
同性愛は厳格に禁止されていますが、日本社会は歴史上、武将や僧侶などに両性愛や
同性愛についての寛容さがあります。さまざまな人種がその伝統、文化、宗教など、
それぞれの『身内・仲間』を守るため、時に感情的になり過ぎてしまいます。 
 
 そもそも国会など、民主主義的に議論を交わすのも、所属する党派閥や、支援して
いる有権者といった『身内・仲間』を守るためと言えます。もちろん、そこには損得
勘定で動く人や、イデオロギーで仕事をされる人もあるのでしょうが、過熱しすぎる
人の脳には『オキシトシン』による情動が作用しているのかも知れません。環境問題
を訴えるために、美術館などを襲撃してしまわれる人たちにも同様の想像をしてしま
います。 
 

悪い事をしようと思って誰かに迷惑をかける人より、良かれと思ってする迷惑行為
のほうがやっかいです。当事者には迷惑でも、良かれと思ってストーカー行為を続け
る人もいます。 
いじめによる被害者がニュースに挙がると、ネット上には、主犯格を探し出して個人
情報を晒す人たちにも、正義感に燃えている人はいます。 
『身内・仲間』を求める衝動の強さ、または、『身内・仲間』を脅かす存在への攻撃性
について、すべて『『オキシトシン』が関係しているとは思いませんが、誰かと親密に
つながっている実感が人間の思考や行動には重要な要素である以上、根底で働いてい
るのではないでしょうか。 
 
 自分が『身内・仲間』を守ろうとするとき、敵対する相手にも守りたいものがある
ということを忘れてはならないという人もいます。この方は温厚で、極力争わず、自
己主張を抑えて、もめない生き方を選ばれていても、ご自分の中に『良からぬもの』

が棲んでいると仰います。 
それは、人の失敗や不幸を喜んでしまう感情だと言います。 
 
 有名人の不倫などが盛んに報道されていたりしますが、成功していると思われてい
た人が、慢心や過ちから失墜してゆく姿を喜んでしまう人たちがいます。 
閉鎖的な部分のある社会では、ルールや規律を守ることが重視され、枠をはみ出す人
を許さない心理が生じやすいようです。はみ出し者には制裁を加えてもいいという心



 

 

理もあれば、はみ出したいのにはみ出せない自分の嫉妬から、八つ当たりのような攻

撃をむける心理もあるようです。 
 
 『良からぬもの』と仰った人のそれは『シャーデンフロイデ』と呼ばれています。
ドイツ語で、被害を意味するシャーデンと歓喜を表すフロイデ、つまり「他人の不幸
は蜜の味」というやつです。これは、こちらが攻撃や画策をしたわけではなく、また、
被害と言っても生き死ににかかわるほどではない、ある意味、自分も相手もギリギリ
でも安全圏内に居ると思える状態での歓喜ということです。 
 
社会学や心理学で研究されている『シャーデンフロイデ』という感情は、人間だれ

しもが持っているとされています。ある実験で、偽のテストを受けさせて、その結果
を「あなたはバカでした」と嘘の報告をしたのちに、他人の失敗する姿を見せた際に
どう感じるかを測定したのですが、バカ扱いされた被検者は他人の失敗に「ざまあみ
ろ」と答える傾向がわかったそうです。 

不満や、ストレスを抱えていたり、孤独感に苛まれていたり、何かしら『良からぬ状
態』にあるときの私たちは、善人悪人関係なく、こころのなかの『良からぬもの』が
発動しやすくなるのかも知れません。 
内面に浮かんでしまう感情や、思ってしまうものは脳内の分泌物の働きだとして、仕
方がないとあきらめるとして、それを外面に出すか出さないか、出すとしたらどのよ
うにするかが重要な時代であることを、ネットの炎上騒ぎなどをみていて感じるこの
頃です。 
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